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新博物館の開館
熊　　野　　正　　也
　　　　　　　　　いよいよ新博物館の開館をめざさなければならない昭和60年度を迎えた。館務
　　　　　　　　日誌の第1ページをあくってみよう。1985年4月1日（月曜日），天候ははれの
　　　　　　　　ちくもり。執務内容は平常業務のほかに，新博物館のための準備とあり，具体的
　　　　　　　　には展示資料の一つである茨城県・舟塚古墳出土の円筒埴輪及び朝顔形埴輪等の
　　　　　　　　復原作業を行っている。舟塚古墳は，1965～1968年にかけて本学考古学EII究室が
　　　　　　　　発掘調査を手がけた全長72〃1の前方後円墳である。この古墳は内部主体部が特殊
　　　　　　　　な二重構造の箱形石棺を有するものとして知られているところであるが，それに
　　　　　　　　増して埴丘上にめぐらされた埴輪列，円筒・朝顔形埴輪の雄大さに注目される。
　　　　　　　　円筒埴輪の胴部をめぐる凸帯は6条を数え，関東地方では類例がきわめて少く，
　　　　　　　　注目に価いするものである。年代は6世紀代の前半に位置づけられている。特に
　　　　　　　　これらの埴輪は裸展示としての効果が大きく，それに耐えるような復原もしくは
　　　　　　　　修復の作業を続行しているものである。
　　　　　　　　　この日の外来者は，いつもより少なく，比較的静かな一日であった。しかし，
陳列館から博物　目を次の備考欄に転じてみると『本日より考古学博物館と名称変更／』とある。
館への名称変更1952年に開館以来の名称変更であり，いわぽ記念すべき日であったのである。し
　　　　　　　かも，新たに開館をむかえる昭和60年度としては，幸先のよいスタートをきった
　　　　　　　　わけでもある。しかし，一口に開館といっても，それまでにはいくつかの大きな
　　　　　　　　問題を解決しなければならなかった。一つは仮設であった1号館3階の部屋から
　　　　　　　　大学会館4階への移転問題である。一つは開館するための展示等の諸準備であ
　　　　　　　　る。移転については単なる事務室の移転とは異なり，破損しやすく，しかも大量
　　　　　　　　の資料を抱えているために，運搬に関しては細心の注意を払う必要があった。資
　　　　　　　　料の梱包，新博物館搬入後の解梱作業など多くの労働力も必要とする。余程手際
　　　　　　　　よく進めなければ両者とも完了することができない。博物館員はこういう切羽詰
　　　　　　　　った状態に置かれたのであった。だが，われわれの強力な心の支えとなったの
　　　　　　　　は，博物館運営委員であり，考古学研究室であり，学芸員養成課程の協力体制で
　　　　　　　　あった。そして，これらの問題を処理するために次のようなチームがつくられた
　　　　　　　　のである。
　　　　　　　　　展示関係では，展示業者に決定された株式会社東京スタデオ捌と本学の管財
　　　　　　　　課及び施設課，考古学博物館・刑事博物館・商品陳列館を加えた三者の定例会で
　　　　　　　　ある。毎週水曜日に行い，特に業者側と博物館側との諸問題をその場で解決して
　　　　　　　　行くことを目的としたものである。開館までには13回の定例会を開催している。
　　　　　　　　一方，その定例会と併行して，展示準備会が具体的に進行した。つまり，展示資
　　　　　　　　料の選別，配置及び解説パネルの原稿執筆等の仕事にとりかかったのである。移
　　　　　　　　転関係では，管財課の好意により運搬はすべて業者に委託することとなり，当館
　　　　　　　　は資料の梱包と運搬後の解梱を担当すればよいことになった。梱包ならびに解梱
　　　　　　　　の作業については，本学の考古学専攻生が従事することになった。こうした大き
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な問題も一つ一つ多くの人々の協力によって，解決の方向へむかうことになった
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　　　◎の機械室，㊧・②の手洗所，ならびにロビー，廊下，階段等も除かなけ
　　　　　　ごく限られたスペースとなる。したがって，直接本館施設として使
用可能なところは，⑦・④・㊥・㊤・⑳・②・㊧ということになる。なお，⑳・
㊧の部屋は，刑事博物館の資料室として利用されている。
　次にそれぞれの部屋の床面積を示めしておきたい。⑦は46．5m2，④は49。984
M2，◎は362．99m2，㊥は31．02m2，㊧は18．24m2，②は22，05m2，⑦は71．　82m2で計
は602．604m2を測る。4階フロア全体の面積は，1019．450m2であるから考古学博
物館が占める割り合いは約60％弱となる。この使用面積はすでに決定済のことで
あり，いまさら拡大する余地はまったくない。それでも小川町校舎時代の陳列館
に比べれば約2．・5倍の広さを確保したことになる。大学全体の状況から判断して，
やむお得なかった。但し，大学会館における考古学博物館の占める総面積の中に
は，物理的に不可能なので収蔵庫は設置しない。収蔵庫については別途交渉し，
機能的ではないが，別棟に確保することになった。また，新博物館におけるそれ
ぞれの部屋割りについては，当然ながらもっとも面積の大きな㊥を展示室とし
た。⑰は安蒜政雄氏がすでに指摘されているように，故杉原荘介館長の構想の一
部をそのまま受け継いだものである（安蒜1986）。受付及び事務は，機能的な面
を考慮して④の部屋を当てることにした。④をさらに二等分し，一つを館長室
兼応接室にした。これはいままでの実績から国内外の多くの来賓が予想されるの
で配慮したものである。⑦は整理室で発掘資料の整理・復原を主に行う部屋であ
り，考古学専攻生及び学芸員養成課程の受講生等にも活用される。⑦はやや狭い
が会議室としたもので，10名程度の人員を収容することができる。一方の壁面に
は書架を取り付けて外国関係の文献を収納してある。⑦は図書室兼閲覧室とし，
約30。000冊を収納する書架と30名ほど閲覧できる机と椅子を配置してある。㊤は
本学の考古学研究室が長い間実施してきた数々の遺跡の発掘による記録を収納す
る資料室であり，学芸員の研究室でもある。
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　展示に関する基本的な方針は，すでにこの館va　No．　1で述べたとおりである（熊
野　1986）。学史的展示の方はいわゆる常設展示とし，さらにその常設展示をよ
り深く理解するために，海外等からの寄贈資料を展示する部屋を設けることにし
た。そして，この展示室を参考展示室とし，将来的には企画展や特別展を可能と
する含みをもたせることにした。展示室の平面図を示めしておこう。
第2図展示室の
平面図
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　さて，次に常設展示で扱うことにした遺跡名を列挙しておきたい。先土器時代
の関係では，群馬県・岩宿遣跡，東京都・茂呂遺跡，埼玉県・砂川遣跡，神奈川
県・月見野遺跡，長野県・上ノ平遺跡，群馬県・武井遺跡，佐賀県・多久遣跡，
長野県・矢出川遺跡，北海道・置戸安住遺跡などである。縄文時代の関係では，
神奈川県・夏島貝塚をはじめとして，栃木県・藤岡貝塚，岩手県・雨滝遺跡，愛
知県・五貫森遺跡，宮城県・山王遣跡等である。弥生時代の関係では，福岡県・
板付遺跡，京都府・深草遺跡，静岡県・有東第一遺跡，愛知県・西志賀遺跡，千
葉県・天神前遺跡，栃木県・出流原遺跡，神奈川県・ニツ池遺跡，千葉県・江原
台遺跡等である。古墳時代の関係では，埼玉県・五領遺跡をはじめに置き，千葉
県・能満寺古墳，茨城県・勅使塚古墳，同県・三昧塚古墳，同県・舟塚古墳など
東国を代表する高塚古墳を採用することにした。
　一方，参考展示室には，アフリカ関係のタンザニア・01duvai遺跡，ケニア・
East　Rudolph遺跡，同・Orolgesaillie遺跡，同・Baringo遺跡，同・East
Rudolf　KBS遺跡，エジプト・Gevel　Silsileh　North遺跡第9地点，同・
Fayum遺跡A地点とヨーロッパ関係のスペイン・Corte．　Marbier遺跡，同・
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三者定例会の議
事録
Villaverde遺跡，同・Plais　Royal　Terrasse遺跡，同・Cave　of　Castillo，
フランス・Moustier遺跡，同・L’Eyzies遺跡，同・L／Abi　de　Pataud，　Les
Eyzies，スイス・M6rigen　Bielersee　Lake－dwelling遺跡，　同・Freiberg
Forelsee　Lake－dwelling遺跡，同・Bern　Moosseedorf　Lake－dwelling遺跡
などである。インドはMadras遣跡を代表とする。中国は，周口店第1地点・
第13地点・第15地点をはじめ，丁村遺跡，元謀遺跡，西侯度遺跡，峙硲遺跡，許
家窯遣跡，沙苑遺跡，双湖遣跡，虎頭梁遺跡，小南海遺跡，松山遺跡，郭家屯遺
跡等である。ペルーはChancay遺跡，　Mirafloros遣跡，　Do五a　Maria　Svr遣
跡などである。アメリ力合衆国はアラスカのHot　Spring　Village遺跡をとり
あげ，日本では縄文時代の熊ノ林遺跡，大丸遺跡，野島遺跡，不動ケ岩遺跡，小
瀬ケ沢洞穴，亀ケ岡遺跡，積橋貝塚，大湯遣跡，稲荷山遺跡，棚倉遣跡，堀之内
貝塚，弥生時代の岩櫃山遺跡，古墳時代の大室古墳群の一部を展示することにし
た。
　以上，常設展示室と参考展示室で採用した遺跡をられつしたわけであるが，そ
れにしても当展示室の面積に比べ，遺跡数がひじょうに多すぎる。しかし，特に
常設展示室にあっては，最低これだけの遺跡数をあげなけれぽ，いわゆる，『学
史的展示』もその価値は半減してしまう。したがって，展示そのものは全般的に
窮屈なものとなってしまうが，上記の遺跡はすべて採用することにした。要は一
般公開を原則とする展示において，一人でも多くの学生・研究者が自由に，しか
も一つでも多くの資料を見てもらいたいという配慮からである。加えて，展示室
入口の導入部には，本学研究室の発掘調査で活躍した1950年代の器材を展示し，
展示全体の雰囲気づくりに一役を買ってもらうことにした。こうした遺跡及び展
示資料の選択を終え，いよいよ具体的な展示設計を行ない，展示業者である株式
会社東京スタデオに委託することになる。
　工期は僅か2ヵ月間という非常に短い。施工図面の作成から始まり，ケースや
壁面等の工場製作・現場施工など，時間的なゆとりはほとんどない。博物館職員
は当然，展示工事完了まで業者と時間に追われる立場となった。もちろん，夏季
休暇は返上してのことである。結局，最終的に完了したのは10月の中旬であるか
ら工期は，3カ月半を費やしたことになる。工事をスムーズに遂行するために，
業者と大学当局の管財・施設それに博物館側による三者の定例会議は，この間合
計13回行われたので，議事録によりその概略を紹介しておきたい。第1回目は6
月11日に開催。工程表の作成・施工図面の作成等についての基本的な打合せを行
う。なお，工事期日は7月中旬から8月中旬とする点についてもとり決めた。第
2回目，6月19日に開催。展示ケースの細部にわたる打合せを行う。第3回目，
6月26日に開催。写真・ネガ類は7月末に受渡す。キャプション・パネル類は第
一次原稿として9月10日前後，第二次原稿は9月末に受渡す。校正は10月予定。
ケースにはサイドに入口を設置する。ガラスはフィックスとする（1800mm×1800
mm）。ケース外の壁面は塗装とする。内部壁はクロスとする。ケース内のピクチ
ャーレールをやめて展示金具をとりつける。感知機は壁面を開口して露出する。
金物見本の提出など。第4回目，7月3日に開催。レイアウトの承認。キャプシ
ョソ・パネル類のスケジュール決定。解説パネルは日本文と英文を併用する。土
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写真で見る展示
例
Fig　1館名標
示板
Fig　2
導入部の展示
器類の展示には安定性をもたせるために簡単な備品を考えることなどを決める。
第5回目は7月10日に開き，発掘器材の展示用及び舟塚古墳出土の埴輪展示用等
のステージ・パヅク2400mmと天井までの90mmは館全体と同一色で塗装すること。
館名標示は浮ぎ文字を使用。第6回目は7月17日に行い，資料搬入スケジュール
についての細部にわたる打合せ。第7回目の打合せは7月24日に行い，展示資料
の搬入について内装業者等とさらに内部調整。第8回目は7月31日に開催し，特
に参考展示室の入口部にアクリル製の標示をつけることを要望。第9回目は8月
26日に行い，展示室内の表具・塗装・ガラスの取付などの工事を8月30日までに
完了することを申し合せる。8月31日に展示室のクリーニソグ。9月10日に第10
回目・9月25日に第11回目・10月11日に第12回目と定例会議を続け，11月8日に
最終的な検査を行って，この定例会を解散することになった。すくなくとも13回
にわたる定例会は，今回の博物館開館を目前に控えてのいろいろな作業を，当初
の目的どおりスムーズに事を進めるうえで大きな効果をあげることができた。
　また，展示室以外の各部屋も11月13日の開館にあわせるために，整備しなけれ
ばならず，これも展示作業と併行して進めることにした。しかし，博物館という
とどうしても展示第一主義にならざるを得ず，展示室以外は開館に間にあわせる
程度の整備しかできなかった。作業完了後の状況を写真集で示しておこう。
　エレーベータを下りて
前方を見ると，最初に和
文と英文併用の館名標示
板が目に映る。さらにそ
の右側には4階の案内図
も設置してある。なお，
館名標示板の明治大学と
いう文字は，新館の完成
に最後まで情熱をもちっ
づけられた故杉原荘介前
館長の書によるものであ
る。
　展示室の入口から中に　　懇’
入って最初に目につく展
示である。本学考古学研
究室の1950年代に実施さ
れた数々の発掘調査で使
用された発掘器材及び測
量器材・撮影器材等を列、
品してある。特に撮影器織融毒
材ではキャビネ版の暗箱
カメラ並びにガラス乾板
などが珍しい。
獲麟
欝鍮
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Fig　3 　先土器時代及び縄文時
代の編年表
Fig　4 　先土器時代コーナーの
展示例，岩宿遺跡出土の
石器をはしめとして，茂
呂遺跡出土の石器，さら
には月見野遺跡・置戸安
住遣跡等全国9遺跡出土
の各種石器群を列品して
いる。先土器時代の研究
には欠くことができな
い。
Fig　5 　縄文時代コーナーの展
示例，本学の考古学研究
室は，以前，縄文時代早
期から晩期にかけてを研
究の柱として積極的に発
掘を実施してきたが，そ
れらの重要遺跡出土の資
料は，各地方に返却して
いるものが多い。したが
って，このコーナーに列
品されている遺跡数はご
く限られたものになって
しまった。
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Fig　6
Fig　7
Fig　8
　弥生時代コーナーの展
示例，展示資料は全国を
対象としてあるが，中心
は関東地方である。再葬
墓という名称が生まれる
端緒となった千葉県・天
神前遺跡をはじめ，一括
重要文化財に指定された
栃木県・出流原遺跡の土
器群などに重点を置き圧
観である。このコーナー
の最後には，近年注日さ
れている関東地方におけ
る弥生時代後期の小地域
土器分布圏の問題を提起
する。
　古墳時代コーナーの展
示例，東日本における古
式土師器研究の端緒とな
った五領遺跡出⊥の土器
群をはじめに列品し，在
地の土器と各地方からの
外来系土器を各地ごとに
分類する。関東地方最占
といわれる能満寺古墳出
土の遣物や勅使塚古墳な
らびに舟塚古墳・三昧塚
古墳出土の資料も合せて
展示してある。
　古墳時代コーナーその
2展示例，茨城県・舟塚
古墳出土の埴輪を課展示
してある。特にこの古墳
では，主体部と円筒埴輪
が注目される。主体部は
二重構造の箱形式石棺と
いわれる特殊なものであ
り，円筒埴輪は胴部をめ
ぐる凸帯が6条もあり，
しかも大形のものであ
る。展示ではこの円筒埴
輪や朝顔形埴輪・家形埴
輪など全体の一部を紹介
する。
灘
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参考展示室の展
示例
Fig　9
　参考展示室の導入部。
参考展示室は，ある時は
特別展示室，ある時は企
画展示室など各種展示会
で多様に使用できるよう
になっている。今回は口
本考古学である常設展の
各種資料をさらに理解し
てもらえるように参考展
示とした。アフリカ，ヨ
ーPッパ，インド，中国
，アメリカ関係の資料を
中心としてある。
Fig　10 　アフリカ，ヨーロッパ
関係の展示例
Fig　11 中国関係の展示例
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Fig　12
Fig　13
事務室
Fig　14
応接室兼
館長室
　アメリカ大陸関係の展
示例，明治大学創立80周
年を記念して計画された
アメリカ合衆国アラスカ
のホットスプリソグ遺跡
発掘の資料一部と，ペル
ーのチャカイ遺跡等から
出土した土器及び布を列
品。
　以上，展示について写
真を掲示しながら順を追
って簡単に紹介したとこ
ろであるが，ご覧のよう
に資料の理解度を深めるための演出はほとんど取り入れなかった。なぜならば本
館は大学附属博物館であり，従来の実績からみて見学者は学生と研究者とにほぼ
かぎられてくるからである。学生及び研究者が大半を占めるとなれば演出でなく
むしろ調査に基づいた一等資料をでぎるだけ多く見せることが，もっとも重要で
ある。つまり，解説はできるだけ簡単にし，見学者自身の観察による活用の方が
より有効的であると判断
したのであり，これが本
館の展示の基本となった
わけである。
　次に本館を構成する各
施設も写真をのせながら
簡単に説明しておきた
い。事務室は，受付を兼
ねるため，展示室に隣接
させた。日常業務を遂行
する中心の部屋であるた
めに，事務に関する書類
はもちろんのこと，監視
用のモニターテレビやコ
ピーなども備えた。
　また，本館は，国内外
の来賓が多いために，こ
の事務室に接して応接室
兼館長室を設け，それぞ
れ来客に対する応待をで
きるだけスムーズに行え
るよう考慮した。なお，こ
の部屋には歴代館長の遣
鱗1
麗圏
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Fig　15
整理室
Fig　16
図書室
Fig　17
資料室兼
学芸員研究室
影を懸けることにした。
　整理室は収蔵資料の整
理を長期的に行うために
設けた部屋で，それに必
要な水洗い場，整理台，
木製棚をとりつけた。特
に棚は，資料の破損をで
きるだけ少くするために
木製にし，しかも棚板の
部分は，スベリ止めをつ
け，可動用とした。上段は
濠髭繍糊憾輝・・
納めるようにした。なお
上段と下段との接続部に
は机の代用板をとりつ
け，実測等の作業を可能
とした。全体では20名程
度の作業が可能である。
　図書室は全国の都道府
　　　　　　　　　　　　　麟蒙，県・市町村の埋蔵文化財蓑
報告書関係や県市町村史
・考古関係論文・雑誌関
係約20．　000冊が納められ
ている。報告書及び県市
町史は地域別に分類され
活用しやすいようになっている。本学学
生以外にも，一般希望者も所定の手続に
より利用することができる。
　会議室は10名前後の人員を収容でぎる
小会議室であるが，多目的に使用するこ
とがでぎる。博物館関係の会議はもちろ
んのこと，小人数による研究会，学外か
らの視察，来賓等にも活用される。また
壁面には書架を設置し，諸外国の考古学
関係文献を収納してある。
　資料室兼学芸員研究室は展示室入口の
正面に位置する。内部には本学の考古学
研究室が開設以来手がけてきた数多くの
遺跡発掘の貴重な実測図をはじめとして
写真関係等の記録や各種のスライド関係
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収蔵室
開館11月13日
Fig　18
開館記念祝賀会
の一コマ
を収納し，保存を図っている。
　また，博物館の展示に関すること，資料に関する研究を進めるために学芸員の
研究室も併設されている。
　以上，新博物館の内部に設けられた各施設について概述してきたが，新博物館
の全体面積が限定されているために，もっとも重要である収蔵室はここに設置す
ることができなかった。当館のある大学会館以外にその場所を求めなければなら
ないが，現在，その場所にっいて当局と接衡中である。
　第1号館3階から大学会館4階への移転もほぼ完了した。展示関係の業務も予
定の期日を延長せざるを得なかったが，これまた見通しがついた。11月13日を開
館日として，いよいよその日のための準備にとりかかる。まず，入館用としての
リーフレヅトの製作にとりかかり，併行して新博物館の各施設の整理にとりかか
った。目標が目前にせまると自然に仕事にも力が入る。思った以上に仕事の能率
があがった。展示の再検討ができるまでの余裕も生じてきた。あとは開館日を待
つぼかり。
　11月13日（水）は開館の日である。再度，館務日誌を開いてみよう。天候は晴天
である。備考欄に「本日　新博物館オープン」とある。その日は4月1日の時と
うってかわって朝からそうそうしい。本日は一般公開と同時に午後2時から本学
の考古学講座・学芸員養成課程の歴代兼任講師約60名を招待し，ささやかな開館
記念セレモニーを開催するための準備があったからである。セレモニーには島田
正郎本学総長をはじめ鈴木尚先生・関野雄先生など多くのそうそうたる先生方を
お迎えすることができ，開館に花をそえていただいた。また，当日の入館者は終
日，にぎわいをみせ一般も含めて120名と記録されている。その後も入館者数は
順調に延び，今日に至っている。喜ばしいことであるが，はたして大学附属博物
館として単にそれだけでよいのであろうか。もっともっと果すべく役割りがある
はずである。これからが大学付属博物館の真価が問われる時である。
??
鍵鞭戴懸
（注）　安蒜政雄　1986「杉原館長と幻の新考古学陳列館」　r明治大学考古学博物館館報』Na　1
　　　熊野正也　1986「新博物館への準備」　「明治大学考古学博物館館報」Nq　1
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